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理して “会話を続けよう” “何か話さなきゃ” とばかり
思っていたが、後半になって “これを話したい” と自
然に思えるようになった。今は会話を楽しめるように
なった。」と述べている。
このような点に気をつけて授業を進めるうちに、学
生の中にも変化が見えだした。はじめの頃は、グルー
プで話をする課題の際、必ずと言っていいほど話題や
質問が規定の時間より早く尽きてしまっていたが、後
半（第 6回以降）になると、決めた時間では話し足り
なくなっていた。テーマがあってもグループでの会話
は続きにくかったものが、テーマから脱線するような
雑談もできるようになっていった。さらに、第 14 回
で初めて 1つもグループワークのない授業を行なった
が、このとき、授業中や終了後に「グループワークが
ないのが寂しい」といった声が聞かれた。ほかにも、
初めの 2、3 回ではただ「楽しかった」という感想が
多かったが、回を重ねるにつれ、授業で扱った具体的
な事柄について現在の自分と照らし合わせながら、「で
きているところ」、「できていないところ」、「これから
活用していきたいところ」などを具体的に書くことが
多くなった。
Ⅶ　考察
学生が遭遇するさまざまな問題を検討した結果、心
理学的知識とカウンセリングのスキルを知ることで、
対人関係に関する多くの問題を乗り越える可能性が高
いと考え、この分野の導入を試み、実際の授業を実施
した。基礎的な知識を得た上に、実際の生活で使える
スキルを得たことで学生たちは自分を知り、他者を知
ることが対人関係にはとても有効であることを学ん
だ。その過程には、不安や緊張などもあったと学生た
ちは感想に残しているが、最終的に今後の生活に活か
していきたいと力強く述べた。心理学領域の演習形式
の授業を初めて導入し、リアルな学生の反応や変化を
見てきた中でどのような取り組みが学生たちのスキル
獲得に役立ったのかを以下に考察していきたい。
第 1回から第 4回までの初期の段階で、自己紹介を
はじめ、さまざまな形の課題で自己表現を行った。そ
の自己表現に対して、同年代の他者からポジティブな
フィードバックを得る体験をこの段階では特に大事に
し、その後も続けたことでこのスキルを上達させるこ
とにつながったと考えられる。また自分のことを話す
ときでも、他者へのコメントをするときでも、講師か
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らは「具体的に伝える」ということを重視した声掛け
を行ったことで、それぞれが自分自身や自分と他者と
の間で具体的にどのようなことが起こっているのかを
観察する力をつけていくことができたと考えられる。
これは企業側から学生に対して求められる力であり、
なおかつ心理学的にも問題を解決する上で有効だとす
る対処方法のひとつである。それを受けて第 5回では
話の聴き方について、グループワークを通して体験的
に学び、他者との相互作用の中で自分がどのように感
じ、自分がどう行動すると相手はどのように感じるか
といった想像する力を身につけるようになっていっ
た。その後のいくつかのスキルも積み重なり、第 10
回以降、授業時間に余裕が生まれた際には自然なコ
ミュニケーション（雑談）などがいたるところで見ら
れた。コミュニケーション能力が苦手なものが特に苦
手だとするのが話す内容が決まっていない「雑談」で
あるといわれるが、はじめは他愛ない内容であったり、
恐るおそるであったかもしれないが、少しずつでも他
者とコミュニケーションをとれるようになったこと
で、「人と話をすることが楽しい」や、あるいは「こ
の授業で顔見知りになった人から他の場面で声をかけ
てもらって嬉しい」といった体験が増えた。その結果、
授業内だけではなく、授業外でもさまざまなつながり
を生んだ。このような相互作用を経験していくことで、
対人関係構築への不安を減少させ、反対に対人関係へ
のポジティブなイメージを生み、その結果、コミュニ
ケーション能力の向上に役立っていったのではないか
と考えられる。
問題に遭遇した際にどう乗り越えるのかというスキ
ルとともに、どう乗り越えたらいいのかを相談できる
他者とのつながりもこのカウンセリングスキルの授業
を通して得られたと考えられる。
今後、本授業をよりリアルな学生の声に対応できる
よう改善し、同年代とのかかわりやつながりを経験さ
せ、社会人として必要な能力の向上に役立てていける
ようしていきたい。さらにそれが、豊かな学生生活の
一助となることが期待される。
このカウンセリングスキルのような、グループワー
クを主とした心理学系の科目が、現代の大学生にとっ
て必要な科目であることは、今回の取り組みからも明
らかである。ただ、それを担当できる講師には、臨床
心理士的な専門知識と、ファシリテーターとしてのグ
ループワークを運営する能力や経験が必要となる。こ
のような授業を担当できる教員を育成することも今後
の課題と言えよう。
Ⅷ　参考・引用文献
中央教育審議会　2005　我が国の高等教育の将来像
（答申）
國分康孝・國分久子　2011　構成的グループエンカウ
ンター事典　図書文化社
柳原光：行動科学実践研究会編　2003　クリエイティ
ブオーディー　プレスタイム
星野欣生・津村　俊充　2010　クリエイティブヒュー
マンリレーションズ　プレスタイム
文部科学省　2004　21 世紀日本の高等教育の将来構
想（グランドデザイン）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo4/gijiroku/04081801/007.htm
謝辞
短期大学にふさわしいグループワークを取り入れた
演習科目「カウンセリングスキル」を立ち上げるため
に、計画段階から実際の授業の実施、スーパーバイズ
をいただきました、みどりトータルヘルス研究所所長
の林敬子先生に心より感謝します（http://www.
midori-th.com/）。
並びにみどりトータルヘルス研究所のスタッフでも
あり、関西福祉科学大学准教授の本岡寛子先生、近畿
大学専任講師の大対香奈子先生、関西学院大学文学研
究科大学院研究員の藤田昌也先生、同志社大学心理臨
床センターの三田村仰先生にもご協力いただきまし
た。お礼申し上げます。

